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東京工科大学応用生物学部　毛髪科学研究室

岩 渕 徳 郎

1. は じ め に

東京工科大学は八王子駅からバスで10分ほどの丘
陵に1986年に開学し，現在では八王子と蒲田の2つの
キャンパスに6つの理系学部を持つ理系総合大学となっ
ています。応用生物学部は，2008年に当時のバイオニ
クス学部からの改組によって誕生しました。本学部には
化粧品，食品，生命科学，医薬品の4つのコースが設置
されています。筆者が所属する化粧品コースは6研究室
で構成され，うち4研究室は化粧品企業出身の教員が主
宰しています。学部の案内にも「化粧品メーカーの出身
教員から直接学修できる」ことが特徴の一つと記載され
ていますし，実際，総合型入試などで高校生に面接する
と，多くの受験生が「化粧品メーカー出身の先生から教
わりたい」と言います。本コースには毎年，多くの化粧
品を学びたい，将来化粧品業界の仕事に就きたいと思っ
ている高校生が集まって来ており，化粧品に関心のある
高校生の多さを実感しています。

2. 研究室の概要

毛髪科学研究室は2014年に筆者の着任と同時に皮膚
生化学研究室として設立された研究室で，その後，現在
の名称に改称しました。研究分野は，毛髪科学研究が中
心で，毛周期調節機構の研究，くせ毛研究，毛髪ダメー
ジ研究，頭皮研究，化粧による印象心理研究と比較的幅
広い分野を対象としています。筆者としては薄毛や白髪
に興味があるのですが，学生は年齢のせいか薄毛や白髪

にはあまり興味はなく，くせ毛，染毛，毛髪ダメージ，
印象心理の方に関心が高いようです。研究室のメンバー
数は毎年変化しますが，例年大学院生が3～4名，4年
生が10～12名います。毎年後期には3年生が研究室に
入ってくるので，半年間は25～30名近い学生が在籍す
ることになります。筆者の希望を言えば大学院生がもう
少し増えて欲しいのですが，ある意味これが本学の特徴
でもあります。

3. 研 究 活 動

筆者自身が最も興味を持っている研究分野は毛髪生物
学および白髪研究分野の発生，細胞分化，シグナル伝達
領域ですが，これ以外に化粧品コースの構成上必要な研
究として行っている研究もあります。教育システムとし
ては，学部学生の人数が多いので，教員1名ですべてに
対応するのは相当難しく，大学院生の役割が重要です。
大学院生を上手く育成することが研究室の運営に大きな
影響を与えてきます。研究は後述のように，学生を研究
分野ごとに主に4つのチームに分け，チーム内で実験技
術の伝承や実験協力を行ってもらうようにしています。
また，研究室全員が参加して行われる Lab meetingと，
大学院生だけが出席して行われる院ゼミが毎週1回ずつ
開催されます。さらに大学院生には院修了までに通常2
回は学会発表を行うことを課しています。
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図2. クリスマスの頃の研究室．図1. 研究室の学生と一緒に．
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